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 １．定期的な点検により，「事後保全型」から「予防保全型」への転換を図り，早期把握・対応，
　　　施設情報の一元管理による計画的な保全を実施する。

　２．公共施設の総量を規制して施設の適正化を図るため，客観的指標に基づき，２段階の評価を実　

　　　施し，今後の施設の方針（あり方）を見直すべき施設を整理する。

  施設総量の適正化に向けた施設方針の判断プロセス

施設の定期点検

点検による早期把握・対応

施設情報の一元化による
計画的な保全

＜点検・診断等による予防保全の推進＞

　【目 的】
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・不特定多数が利用する施設（庁舎，公民館，コミュニティセンター，体育館等）及び公営住宅，学校施設，子育て支援施設等

　※廃止予定及び休止の施設，倉庫，車庫，機械室，消防ポンプ置場，駐輪場，東屋，ゴミ置場，開放渡り廊下等は対象外

　・「大崎市公共施設点検マニュアル」により施設管理者が実施

　・毎年５月～６月に実施（令和８年度は初年度のため８月～９月に実施）⇒行政管理課公共施設等総合管理推進室へ報告

　・報告内容をデータベース化し一元管理を行う

　　※不具合個所の早期把握により計画的な予防保全を実施

○対象施設

○点検実施方法及び実施者

○点検実施時期及び報告

　＜定期点検の今後のスケジュール＞　　　　

令和８年度 令和９年度

８月７日
点検マニュアルの説明会
（実施済）

５月～６月 定期点検実施期間

８月１０日～９月３０日 初年度点検実施期間 ７月
点検結果の集約・データベース
の更新

１０月
点検結果の集約・データベース
の作成

以降，毎年度定期に実施

１０月～１２月
個別施設計画（案）の作成
※１次評価及び２次評価による
　施設方針の決定

【点検の概要】
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